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近年、企業等においては、コミュニケー

ション能力や実行力といった能力（「社会

人基礎力」）が求められている一方、若者に

おいてはそのような能力の低下が指摘さ

れている。従来は成長過程で身に付いた

社会人基礎力も、今ではその定義付け、養

成手段が意識的に求められる。経済産業

省開催の「社会人基礎力に関する研究会」

で座長を務められた法政大学大学院政策

科学研究科教授・諏訪康雄氏に、社会人

基礎力についてお話をうかがった。

社会人基礎力とは
一歩踏み出し、考え、
チームで行動する力

―― このたび平成18年2月8日に「社

会人基礎力に関する研究会」中間取り

まとめが公表されましたが、「社会人基

礎力」の定義については、どのような議

論があったのでしょうか。

諏訪 社会で働くために必要な力につ

いて考えたとき、基礎学力や一定の専門

知識や技能をはじめ、人間的な魅力や

倫理観、公徳心といったものがあること

は、比較的理解を得やすいと思います。

そして、この学力的なものと人間的な力

との中間に、社会で働くのに必要な基礎

力があるだろうというのが議論のスター

ト地点です。

研究会での議論は、例えば「協調性」

などをもっと細かく分け、分析してブレーン

ストーミングを繰り返すといった感じで、各

能力のかたちをはっきりさせていきました。

社会人基礎力のような能力は、細分

化していくと際限がありません。かつて

は、人間の能力を3領域くらいに分けた

IQテストなどを実施していたものですが、

現在では、人間の能力を100以上にも細

分化できるという説もあるようです。そこ

に能力を発揮できる状況を掛け合わせ

ていくと、これはもう無数に諸能力を分

けていくことができます。それを絞り込

み、「前に踏み出す力（アクション）」、「考

え抜く力（シンキング）」、「チームで働く

力（チームワーク）」の3つに大別してみ

たわけです。

―― その3つの能力とは具体的にどの

ようなものなのでしょうか。

諏訪 1つ目は「前に踏み出す力」で、

指示待ち人間ではなく、失敗を恐れず1

歩前へ踏み出そう、失敗しても、すぐに

しっぽを巻かず、正面から取り組んでい

こう、という能力です。次に「考え抜く力」

ですが、これは課題に突き当たったとき

に、解決する方法やプロセスを考え抜き、

自分なりの工夫をしていく力のことです。

そして「チームで働く力」ですが、大きな

仕事をするに当たって、みんなで協力し

て進めていくことができる、多様な人同

士で協働することができる力のことです。

―― この3つの能力は、さらに12の能

力要素に分けられていますね。

諏訪 12の能力要素は、現在、大体どの

国でも似たようなことが言われており、「ソ

フト・スキルズ」とも呼ばれます。これは数

値や言語に関連した処理能力に代表さ

れる「アカデミック・スキルズ」に対置され

る概念で、社会人として活躍していく上

で大事な能力であると指摘されています。

例えば、豊臣秀吉は、農民出身で学問

を身に付けることが出来ず、ろくに字も

書けなかったようですが、天下統一を成

し遂げました。それはなぜか。秀吉には、

墨俣一夜城の話など、知恵者であると同

時に、人をうまく使い、まとめるのに秀で

ていたことを表す数々の逸話がありま

す。そこからうかがわれることは、考え抜

き、工夫する力があり、コミュニケーショ

ン能力に長け、チームで働く力をも兼ね
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備えていたということです。そして、その

アイデアの実行ぶりからは、前に踏み出

す力もあったことが分かります。身の回

りを見ても、尊敬できるような人というの

は、大体何かあっても、逃げ出さず、一歩

前に踏み出し、よく考え工夫して、みんな

で協力して動き出せる人でしょう。

そのような意味で、社会人基礎力とあ

らためて定義していますが、その内容

は、実はこれまでも会社や地域社会の中

で、誰もが必要なものと考えてきた能力

なのだと思います。

地域、家庭の教育力低下と
社会構造の変化

―― 社会人基礎力は、従来であれば

大人になる過程で自然と身に付くと考え

られていたにもかかわらず、なぜ今、あ

えて定義付けをし、養成方法を明確に

する必要が出てきたのでしょうか。

諏訪 われわれもそこは随分と議論しま

した。やはり、家庭や地域の教育力が低

下したことが大きな原因であると考えら

れます。かつては地域の人が、自分の

子も他人の子も関係なく、怒ったり褒め

たりして子どもを育てていた。それが現

代では、すっかり弱まってしまった。それ

と同時に、各家庭が持つ強さや弱さが、

露呈しやすくなりました。例えば、教育熱

心な家庭では、学力の方にばかり偏り、

スポーツ好きの両親がいる家庭では、逆

に勉強を放っておいて運動ばかりやらせ

てしまう。昔であれば、そのような親の教

育の過不足は地域が補っていたと思わ

れるのですが、核家族化し、プライバシー

意識が高まり、家庭の事情に口を挟みに

くくなると、そのような地域の機能も発揮

しづらくなってしまった。また、学校教育

などが家庭や地域ときちんと連携できな

いできたため、生徒・学生間の社会人基

礎力のばらつきも大きくなってしまい、あ

ちこちに社会人基礎力に欠ける子ども

が出てきてしまった。

そしてもう一つは社会の問題です。お

そらく社会が求める能力やスキルが高

度化してきたのだと思います。例えば、田

畑に出て農作業をするとか、一人黙々と

樽や桶をつくるといった作業の中では、

コミュニケーション能力はさほど必要な

かったのです。非常に腕のよい職人技な

どは、コミュニケーション能力があっても、

それだけで身に付くものではありません。

そのようなことから、第1次産業、第2次産

業中心の時代は、コミュニケーション能力

は現在ほど重要視されていませんでし

た。しかし、サービス産業などの第3次産

業が主流の現代に至っては、コミュニケー

ション能力の重要性は非常に高まってい

ます。人と人の間でサービス業務が成り

立っているため、コミュニケーション能力

こそが不可欠となるわけです。例えば、

大学の授業でも学生が何を求めている

かを理解していない教授の講義はうまく

いきません。コミュニケーション能力とは、

第3次産業化し、知識社会化すればす

るほど、大事になってくる能力なのでしょ

う。

―― 高学歴化により、学校の中にいた

まま大人になってしまうことの影響はな

いのでしょうか。

諏訪 それも大きな問題だと思います。

戦前は多くの人が12歳で社会に出まし

た。戦後も15歳で義務教育が終わると、

そのまま社会に出たものです。つまり、ま

だ可塑性のある年齢で社会に出ること

で、先輩や社会にもまれて自然に社会人

基礎力を身に付けることができました。高

卒が主流になった時代でも18歳ですか

ら、まだ可塑的でいられた。ところが大卒

が多数になると、もう22、23歳になってし

まう。社会で十分もまれないうちに可塑

力が弱まった状態で就職していかなけ

ればならない。そこで、社会人基礎力の

無さが余計、際立ってしまうのではない

でしょうか。

世界的に見ても、こうした進学率の上

昇がソフト・スキルズを問題視する背景

のひとつだと私は思っています。だから

こそ、高学歴時代になると、学校の中で

も社会人基礎力を意識して教育をする

ことが必要だろうということで、研究会で

は議論し、今回の報告に至りました。

まずは社会の共通言語に

―― これからこの社会人基礎力の養

成を考えるとき、3つに絞り込んだ能力を

細分化した12の能力要素をさらにブレー

クダウンして、学校や社会の中でプログ

ラムを進めていくことになると思います

が、そこはどのようにお考えでしょうか。

諏訪 その作業をどうするかが次の課

題となります。おそらくそれは、3つくらい

のレベルで考えられます。1つ目は小中

高、そして大学というそれぞれの教育機

関が、地域や企業などと連携しながら工

夫していくべきだろうということです。2つ

目は、このような人材教育に対し人材ビ

ジネスもいろいろと関与してくるだろうと

いうこと。ときに妙に技術的なものとなっ

ていったり、傾向と対策的な捉え方をさ

れたりする懸念はなくはないのですが、

それでも、いろいろな試みをやった方が

よいのでは、と考えています。そして3つ

目は企業です。企業は採用時に、あるい

はその後の人材育成時に、社会人基礎

力を意識しながら進めていくことになる

と思います。

ただブレークダウンの内容も、職種や
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し、失敗し、多くを学ぶ。それがすなわち

社会人基礎力も育成する教育です。つ

まり、自分がやっていることを意識化し、

経験をみんなで共有して、それをひとつ

の公式にまとめ上げていく、そうしたプロ

セスの体験が大事なことなのです。

―― 教育界と社会の間に、何か基準

になる共通のものを設けていくことが大

事だということですか。

諏訪 その通りです。このような基準の

了解ができてくると、就職のとき学生も気

楽になります。高校生活や大学生活をど

のように送るか。そう考えたときに学力を

付けることも大事なのですが、それとは

別に、前に一歩踏み出す経験をしようと

か、何か課題にぶち当たったときに考え

抜いてやり抜いてみようとか、サークルや

ボランティアをチームワークでやっていこ

うなどと、納得して取り組むことができま

す。逆に、最低限どれぐらいやれば、採

用の土俵に乗るかということも分かって

きます。

今はまだ、学生、会社の採用担当な

ど、社会全体で、社会人基礎力というも

のが共通言語として意識されていませ

ん。共通言語化は一番大事なことです。

具体的に社会人基礎力をどう養成し、ど

う認定していくのか、どう評価するのか

ということは、考えねばならないことでは

ありますが、社会人基礎力が共通言語

として皆に浸透してから、人々の智恵を

寄せ集め時間をかけてよいものに仕上

げていく。そして必要最低限の力として

の内容がかたちになっていけばよいの

ではないでしょうか。

その人の今後のキャリアの方向性によっ

て、全く異なってきます。例えば、販売の

現場で、販売のプロになろうとしている

人と、野球選手になろうとしている人とで

は、求められる社会人基礎力の比重や

内容は大きく異なり得ます。したがって、

具体的内容はそれぞれの分野で考えれ

ばよいことなのですが、何の基準もなく、

あれもこれもとなってしまうと、それでは

何も教育しないのと大差がなくなってし

まうので、基本線をめぐってザクッとした

切り口を見せておきたい。それが研究会

の提言する3つの能力の趣旨です。

―― 進学率向上と社会人基礎力の低

下に鑑み、大学の授業の中で、そうした

3つの基礎力の養成も取り入れられてい

くのでしょうか。

諏訪 例えばプロジェクト型の授業と

いって、何かプロジェクトを社会から請け

負い、それを学生たちに担当させてレポー

トにまとめる。そうしたやり方は、私や同

僚のゼミでも、ここ2～3年意図的に取り

入れています。

この種の授業で学生たちは、社会に

出ていって、人と会い、さまざまな体験を
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